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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この方法は特異性が高く，また比色脚1欄易に測定

　　　　　　1　緒　　論　　　　　　　　　　　　　し得るため，膿々宵酸の検田また楚鍛法として利用さ

　前回の報告①において佐藤は，脊酸の証明法として　　れている⑤『⑩。

ベンチヂソ酢醐同法，ア叫サン法並セこ硝酸銀法の結　　勲先に鞘②した攻r邸法騨的なi轍分析はし

品法について検討し，鋭敏度・特異性共にアロキサソ　　　ばしば臓器等種々の生体成分や天然物からの分離を考

法が極めて優れており，法医学的利用価値の最も高い　　　慮する必要のある場合が多く，この分離法として蒸溜

ことを報告した。　　　　　　　　　　　　　　　　　法・通気法・微錨：拡散法中，微塩拡散法が極めて優れ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ている事を強調したが，今回

ll　H－〒°　　、N，粋㌣H・騨一〒°　　V・従来・殖用されてい礁
2　CO　CO十NHB十H20→CO　　CO　十CO　HCOH十CO2　溜法特に微量蒸溜装羅を用い
☆H一と。　　　☆H＿．と。☆H＿一と。　　て離を分離・そ・鋤騨

　All。x。n，　　　　　O。、luramid，　Di、1。ri、．acld　　　ついて検した。

　近時分析化学の進歩と共に毒物の証明法は数多く報　　　　　　　　　正　実験方法

告せられており，青酸分析に関しては鈴木・沼田②に　　　　　（1）　比色定燈法

より最近の展望と共に比色定置法としてPyridlne・一　　　青酸カリ溶液をLiebig－Denigb氏法にて建：量後水

Py「azolone法が特に優れていることを報告した。　　　　にて稀釈し1cc中夫々2，4，6，8，10，12，14，16，

　今回は青酸証明法として・分光々度計による比色法　　　18，2Q，30μg　KCNを含む溶液を調整後その1ccに

中繁用されている’t一クリソ酸法とア・キサン法とeeつ　っいて測定を行った。

いて比鰍討を行い・その法医軸禾ll肺i値にっいて　賜，内容25ccの、スフラス。に・％ビ・リ。酸

鯨せんとした・　　　　　　　鰍・・cc，、・％炭酸，．燃液・c吸び試料・ccを
ピ〃 Pン酸噂時アルカ．リ醐轡’てt　’「ilz酸と反　撒し適ち剛騰水浴中にて1・鯛繍後，淋下

応しPic「°cyan’c　acid（ls°pu「pu「ic　acid）姓成　に於て冷却し，水を加えて2・、cとした．水1ccを同

し赤触呈する・　　　　　　　灘操作した灘対照とし融分光渡計にて測融
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　行なった。　　slit　O．04　wave　length　500mμ

N・
ﾂ・一一鱒鞠・。野錺二肇、滴。、．、5％。＿

　　　NO2　　　　　　　　　　　　NO2　　　　　と，5％アソモニア溶液を置きよく混和し，一方ガZ
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ア　ロキサ　ン法

16μg／cc　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18μg／cc

20μ9／cc

カソマーには各濃度の青酸溶液2ccを入れ，その一ヒに　　後，その2ccを夫々微量蒸溜装置を用いて蒸溜し，比

10％硫酸0．5ccを加え，直ちにスライドグラスを反転　　　色定量を行つた。

してガスカンマーの上口をふさぎ，約20分放置後カバ　　　即ち第一図に示す様に試験管（B）に検液2ccを採

一グラスをかけて検鏡した。　　　　　　　　　　　　　　取し，一方試験管（E）には吸収液として10％炭酸ソ

　　（3）蒸溜法　　　　　　　　　　　　　　　　　一ダ液2ccを用い，周囲を氷にて冷却した。試験管

　青酸カリ溶液をLiebig－Denig二氏法にて定量後水　　　（B）中に管（A）を通して10％硫酸2ccを滴下し，沸

にて稀釈し，1cc中夫々20，40，60，80，100，120，　　騰水（C）浴中で加温し，通気調節ビソ（G）を通し

140，160，180，200，220ptg　KCNを含む溶液を調整　　てアスピレーターにより，1秒間2～3泡程度の速度
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にて，40分間蒸溜を行なつた。

　蒸溜後この1ccを用いて同様に操作し測定を行なつ

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　仁〃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e．／2

　　　　　　K　実験成績

　（1）　2・W30Ptglccの溶液について，藏摘ピクリソ

酸法による比色鴬燈を行なつた結果は，第一衷に示し
た如く・6。91cc以、【，の灘の場樋徽示しL、m－　”°

bert・・Beerの法則に従つたが，14μ9ノ’cc以下の場合は

測定億が不定となり，Lambert－Beerの法則に従わな

かつた
　　　゜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a　07s・
　即ちこの方法による検出限界は16μg／ccと考える。

　然しながら，加熱発色させた液を冷後水にて稀釈せ

ずに測定を行なつた場合には，8μg／cc以上の濃度に

てLamber七一Beerの法則に従い，6μ9／cc以下では測　　　　e・eS

定値が不定であつた。

　即ちこの場合信類し得る検出の限界は8μg／ccと考

える。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o．　e2s
　（2）2～30μg／ccの溶液についてアロキサン法に

より測定した結果は，いつれも顕微鏡下において結最

を認め得た。

　（3）20～220μglccの溶液について，蒸溜後ピク
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リン酸による比色定鍛を行つた結果は第二表に示した　　　　　　　　9　’　ノ2　／6　2e　24　2’

如く6。・9／cc以上の灘におし・磯量的に青酸回収　　　　　　　　ノ∂孟keM
がされ，慮線関係を示した。
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ε。　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　この点については，全ての分光々度計搾の使用に」：

第二表　　　　　は湘務愚罵講繋継撚ゑフ滋繍論

　　　　　　　　　　　　　　　　IKii：　vl兼ねているため，検体をそのま．K利川出堰る干1居，1

　　　　　　　　　　　　　　　　を有し，短時闘に．目．fll卍1便に；行なうことが川：恥為。

　　　　　　　　　　　　　　　　　かXる意味において宮内⑪は，1楚際の鑑定にヵソマ

　　　　　　　　　　　　　　　　P一装罹脅こよる硝酸銀法を用いてい為が，同様にまたア

　　　　　　　　　　　　　　　　以外に確謝｛試験としても輿用に供し得ると噺えるo

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　V　結　　籍

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青酸の証明法について，ア1＝キサソ法と分光々臓；ll・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にょる比色法として，ビクリソ酸によ為・方泌のこ：法に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ついて比鮫検討し，アμ4’サソ法は法隆栄酌酵汽費諮認

　　　　　Vp　　re　　120　　〃0　　2ne　　　　　試験法として極めて饅れている方法と営え嶺o

　　　　　　　　　　　　　　　　！〃2∠kC〆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文　　献

ア゜キサン法は何れの搬の灘1液から棚らかに　（D佐藤　隆；犯罪掌雑誌　20　（4）19，c）（1954）

購鏡下に於いて編を認めることカミ出来た．　　②鈴木醐・7細バ看酬騨㈱8（11）2107a

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭34）　③F．D。　Sme11，　C，　Snell；ColOrimetric

　　　　　　W考察　　　　　M・th・d・・f　A。・ly・i・（19，・・g）④丹灘織、新編

以上の小実験からみて・ピクリン聯ヒ色法は鋭徽　 戯糊瞠（昭9年）⑤火岡増二飾鐡、畝飼1…識
に於いてアロキサン法に劣るが，腿々利用されている　　判化学　（昭29）　⑥糠元久雄・墨井誠剛弓裁判化掌

如くその簡易さと鋭敏さに於いてすぐれており，法医　　　（昭33）　⑦草味正夫’外；裁判化学及びリヨ験潜　（昭

学的利用価値も極めて高い。　　　　　　　　　　　　　35）　⑧稲葉益己・外；犯雛掌雑誌20（1）（1954）

然しながらこれを予㈱験として考え湖舗，尚　⑨西鰍二郎・外、公衆徽轍143（1953）1

この方灘難であり該塒に法騨舟勺には糊法　脳鰍二二郎・外・公搬徽鱗2（2）3？（19鋤

asの鱗法秘駝する点激りの労作と時間を必要　⑪宮膿之介悶糀騨雑誌㈹6（3～4）
とする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　206（1952）


